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受け継がれる学校の姿  

２月になりました。明日は節分です。おうちで「鬼は外 福は内」と豆まきをする人も多いかも

しれませんね。２月４日は、立春。「冬が終わり、もう春になりますよ」ということになります。 

今日は、私たちの鏡淵小学校のもう一つの愛

称（大切に思う気持ちを込めてつける、別の名

前）である、「ひだまり」についてお話をした

いと思います。 

校長室の大きな本棚には、皆さんが入学する

前、生まれる前に発行された「学校だより」な

どが大切にとってあります。 

 今から約 20年前に鏡淵小学校に勤めていた校

長先生が、学校だよりにこんなことを書かれて

います。 

鏡淵小学校にすてきな愛称をつけたい。このすてきな学校を一言で表す言葉は何だろ

うとずっと考えていた。そして、見つけた言葉が――「ひだまり」 

 

 この学校は、まさに「ひだまり」のようだ。子どもが安心して過ごせる。 

 一人一人にしっかりと日が当たる。内から元気や勇気、ファイトがわいてくる。 

 みんながニコニコとふれあえる。 

だから「ひだまり学校」と呼ぼう！ 

鏡淵小学校の愛称を「ひだまり学校」にすることを宣言します！ 

ひだまりとは、「冬の寒いときに日が当たって、なんだかほっとする場所」「そこにいると心

まで温かくなる場所」のことを言います。 

 

その校長先生は、「鏡淵小学校に『ひだまり』 

という愛称をつけたいのですが、どうでしょう 

か」と先生たちやおうちの方々、地域の方々、

そして先輩の校長先生方に相談し、大勢の方々

から「いいですね」「大賛成です」「ぴったりだ

な」と言ってもらい、「ひだまり学校宣言」をさ

れたのだそうです。 
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 それから約 10年後、また別の校長先生が学校だよりに、このように書かれています。 

私たちが追い求めてきた、目指してきた学校の姿は、「子どもがかがやく ひだまり

学校」です。 

今も、鏡淵小学校がそんなすてきな学校になっていることに幸せを感じています。 

２年前の春、私が鏡淵小学校に着任したときに受け取った「学校紹介リーフレット（学校要

覧）」のいちばん上には、「子どもがかがやく ひだまり学校」と大きく書かれていました。 

 今年は、一人一人に合った学習や生活をする学級の名前も「ひだまり」になりましたね。 

 こんなふうに、20年経っても同じ言葉がずっと大切にされているのは、本当にすごいことだと

思います。 

 

 では、「ひだまり」は、何もしなくてもできるのでしょうか。お日さまがポカポカ当たって

も、雲がかかれば寒くなります。もし、誰かにいじわるをしてしまったら、温かい気持ちはなく

なってしまいます。つまり、ひだまり学校は、みんなでつくっていくものなのです。 

これは例ですが… 

 

困っている人に声をかける   

失敗しても笑わない 

「ありがとう」をしっかりと言う 

友達と仲よくする 

下の学年の子を大切にする 

自分も友達も、少しずつがんばる   

          などなど…。 

 

そんな一つ一つで、 

ひだまりは暖かくなっていきます。 

今の学年はあと２か月ありませんが、まだまだできることはあります。 

 20年前の校長先生が、そして、それからの長い間、鏡淵小学校で過ごしてきた大勢の子ども

たちと先生たちが大切にしてきた言葉を今、皆さんが引き継いでいます。３月終わりまでの

日々を、今年度の「ひだまり学校」仕上げの時間にしていきましょう。 


